
1 

 

令和 7年度 第 23回 札幌圏域地域医療構想調整会議議事録 

 

    日時：令和 8年 2月 17日（金）19:00～ 

     会場：札幌市医師会館１階大会議室・Web併用開催 

 

１ 開会 

 

【江別保健所 佐々木課長】 

それでは、ただ今から、第 2３回札幌圏域地域医療構想調整会議を開催いたします。 

本日は、時節柄何かと御多忙のところ、御出席をいただき、誠にありがとうございます。私、この後、 

議長選出までの間、本日の進行を担当させていただきます、北海道石狩振興局保健環境部保健行政室

企画総務課長の佐々木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議につきましては、会場と、ZOOM によるオンラインを併用して開催させていただきます。 

オンラインで御出席の委員の皆様は、カメラを常時オンにしていただきますとともに、御発言の場合を

除いて、マイクをオフにしていただくようお願いいたします。 

なお、御発言のある方は、手を挙げるボタンか、画面上で挙手をしてお知らせください。 

それでは、開催に当たりまして、北海道石狩振興局技監兼保健環境部長の山本より、一言御挨拶申し

上げます。 

 

２ 挨拶 

 

【石狩振興局 山本技監】 

皆様こんばんは。ただいま紹介されました、北海道石狩振興局技監兼保健環境部長の山本で

ございます。 

 本日は、大変お忙しい中、札幌圏域地域医療構想調整会議に御出席をいただき、誠にありが

とうございます。 

 皆様には、令和９年 11 月までの約２年間の任期で、昨年 12 月に委嘱させていただき、今回

が初めての調整会議でございます。日々、何かとお忙しいと思いますが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

さて、本調整会議は、地域医療構想の推進のため、地域での課題などに関係者の皆様方と必

要な協議や情報の共有を重ねながら、合意形成を図っていく場として開催しております。 

現在国においては、2040年頃を見据えた医療提供体制を確保するため、新しい地域医療構想

の見直しを進めております。今後、新たな地域医療構想について、策定推進に関するガイドラ

インの検討や策定を予定されておりますので、皆様方におかれましても引き続き今後の取組み

に御協力くださいますようお願いいたします。 

本日は議長の選出、個別調整部会の指名を行い、その後、紹介受診重点医療機関の承認基準
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や特定労務管理対象医療機関の申請に係る確認等を行っていただきます。 

限られた時間でありますが、皆様方には率直な御意見を賜りますようお願い申し上げまして、

簡単ではございますが、開会にあたっての御挨拶といたします。 

本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【江別保健所 佐々木課長】 

 それでは、本日の会議の出席者ですが、委員総数 37 名中、会場 12 名、オンライン 20 名の

方々に御出席をいただいております。 

 なお、本日は昨年 12月に委員として委嘱させていただいてから初の会議でございます。多く

の委員の皆様には継続して委嘱させていただいたところですが、３名の方が新しい委員となり

ましたので、名簿順に所属とお名前のみ御紹介いたします。 

北海道栄養士会常任理事、医療栄養士協議会会長の谷口可奈子委員、市立札幌病院病院長の

田中博委員、江別市立病院事業管理者の長谷部直行委員です。 

また、地域医療構想アドバイザーとして、北海道医師会参与の笹本洋一先生に Web で、北海

道医師会常任理事の荒木博信先生、北海道病院協会特別顧問の西澤博敏先生に会場での御出席

をいただいております。 

皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして資料の確認をさせていただきます。まず会議次第、出席者名簿、座席表、次に資

料の１、資料の１-２、資料の２、資料の３-１から３-３でございます。会場にお集まりの皆様

で資料の不足等ございましたらお申し出ください。よろしいでしょうか。 

 

３ 議事 

（１）議長及び副議長選出 

 

【江別保健所 佐々木課長】 

それでは早速議題の１、議長および副議長の選出についてです。こちらは資料の１になりま

す。 

議長及び副議長につきましては、札幌圏域地域医療構想調整会議設置要領第５条第１項及び

第２項により、議長１名、副議長２名を互選により選出することとなっております。どなたか、

立候補または御推薦いただける方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

［ 立候補・推薦なし ］ 

 

いらっしゃらなければ、事務局から案をお示ししてもよろしいでしょうか。 

 

［ 異議なし ］ 
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はい、それでは事務局といたしましてはこれまで同様、今札幌市医師会長に議長を、また札

幌市医師会推薦の多米委員、北海道病院協会推薦の中村委員に副議長をお願いしたいと考えて

おります。 

よろしければ御承認の拍手をお願いいたします。 

 

［ 拍手 ］ 

 

ありがとうございました。 

今議長、多米副議長、中村副議長におかれましては、今後約２年間よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、以降の議事進行につきまして議長と交代いたします。 

今議長よろしくお願いいたします。 

（２）個別調整部会委員選出について 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 はい、皆様こんばんは、議長の今でございます。今後２年間よろしくお願いいたします。 

早速お手元の次第に従って進めさせていただきます。 

まず、個別調整部会委員の選出についてですが、これにつきましては、地域医療構想調整会

議設置要綱第７条第２項、議長が指名するとされております。 

また、個別調整会議設置要綱第３条により委員は医療関係団体その他必要と認められる者の

中から指名することとなっております。このため従来どおり、私の他に札幌市医師会の多米委

員、江別医師会の笹浪委員、千歳医師会の坂本委員、恵庭市医師会の島田委員、北広島医師会

の對馬委員、石狩医師会の森川委員、北海道病院協会の中村委員、北海道精神科病院協会の松

原委員、市立札幌病院の田中委員、江別市立病院の長谷部委員及び千歳市民病院の伊藤委員、

計 12名を指名いたしますのでどうぞよろしくお願いします。 

では早速、紹介受診重点医療機関の承認基準等について、事務局から説明をお願いします。 

 

（３）紹介受診重点医療機関の承認基準等について 

 

【江別保健所 的場主幹】 

 事務局の江別保健所企画総務課の的場と申します。 

 お手元の資料２に沿いまして、紹介受診重点医療機関協議の取扱いについて御説明をさせて

いただきます。 

初めに１ページでございますが、こちらは、これまでの状況でございます。 

これまで外来機能報告で示されました基準、または参考水準を満たしまして、なおかつ紹介

受診重点医療機関として指定される意向のある医療機関を指定してまいりました。 

また、意向はあるものの基準等クリアできない医療機関につきましては、協議を行う年度の
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外来機能のうち、１ヶ月分の参考水準データを用いて協議を行ってまいりました。 

２ページ目をご覧いただきたいのですが、この状況の中で、これらの取扱いについて、どの

年度の外来機能報告を用いて判断していくのか分かりにくいなど、本ページに示した課題が何

点かございまして、見直しをすることとしておりました。 

続きまして３ページでございます。 

こうしたこれまでの課題を踏まえまして、新たな承認基準の案を策定してお示ししていると

ころです。基本的な考え方は、従来と同様外来機能報告の基準または参考水準をクリアし、か

つ指定の意向がある医療機関を承認の対象といたします。これについては変わりありません。 

続きまして４ページです。 

４ページにつきましては、外来機能報告において基準、参考水準をクリアできなかった場合

であっても、特例的に承認する際の取扱いとして考えたものでございます。 

これにつきましては、当該年度の４月から 12 月まで、約９ヶ月間のデータで参考水準を満た

した場合には、基本的な承認と同様に、調整会議で協議の上、４月１日付で指定することとし

たところです。 

なお、特例で承認した医療機関に対しましては、それ以降の参考水準データの提出を求め、

状況の確認を行っていくこととしたいと考えております。 

表の下段、承認パターンの図でございますが、基本的には前年度の実績を 11月の外来機能報

告として国に提出します。ここで基準を満たさなくても、この年の４月から 12月まで個別のデ

ータを拾い上げまして、それが参考水準を満たしていれば同様に３月の調整会議で協議をいた

しまして、指定をしていきたいということでございます。 

続きまして５ページ目でございます。これまで指定期間につきましては、毎年１年単位とし

ておりましたが、毎年の外来機能報告ごとに判定いたしますと、承認と非承認が隔年で繰り返

されるなど、外来患者や地域の住民の方に混乱を招く恐れもあることから、承認期間につきま

しては２年間としたいと考えております。 

続きまして６ページと７ページでございますが、逆に基準を満たさず、クリアできなかった

場合も含めまして、指定を取り消す場合の考え方でございます。 

６ページですが、基本的には２年連続で基準、参考水準をクリアできなかった場合に指定を

取り消すこととし、７ページでございますが、直近３年間で２回クリアできなかった場合にも

指定を取り消すこととしております。これにつきましては、２年間の承認となりますと、クリ

アした年とクリアできなかった年が隔年で続いた場合に、恒久的に承認となってしまいますの

で、そういうことのないよう、３年間で２回クリアできなかった場合に指定を取り消したいと

考えております。 

最後になりますが、８ページでございます。 

医療機関の統合等があった場合は、それぞれの医療機関の直近の外来機能報告を合算いたし

まして、その数字が基準または参考水準をクリアしていれば、調整会議に諮った上で、年度途

中であっても承認できるような形を考えております。 

以上が、見直し後の取扱いについての御説明となりますので、御審議いただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
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【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 はい、初めて参加の委員にとっては、何のことかよくわからないと思うんですけども、今ま

での調整会議の中でかなり問題になったところが整理されてきたというようなところなんです

ね。 

御質問等ある委員の方は、お手元のマイクのボタンを押して御所属とお名前を仰ってから、

御質問、御意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

さて、いかがでしょうか。 

 

［ 意見等なし ］ 

 

基本的には各医療機関に頑張って取っていただきたいということで、少しハードルを下げて

いきたいというような意向が見えるので、いいんじゃないかなという気はするんですが、よろ

しいですか。 

 

［ 意見等なし ］ 

 

はい、無いようでございます。 

それでは、今年の４月から紹介受診重点医療機関の選定協議について、この案で進めるとい

うことにさせていただきます。ありがとうございます。 

それから、次ですね。今度は特定労務管理対象機関の申請確認について、事務局から説明を

お願いします。 

 

（３）特定労務管理対象機関の申請確認について 

 

【江別保健所 的場主幹】 

 それでは、続けて御説明させていただきます。資料３-１をご覧ください。 

医療法人札幌ハートセンター札幌心臓血管クリニックから、救急医療業務に係ります、特定

地域医療提供機関 B 水準の指定申請が提出されております。このため、北海道保健福祉部地域

医療推進局地域医療課医師確保担当課長から、地域医療構想調整会議において、内容の確認を

するよう依頼があったところです。 

 

【 一部非公開 】 

 

なお、指定申請に当たりまして、当該医療機関については、事前に医師労働時間短縮計画を

作成し、医療機関勤務環境評価センターにおいて、労務管理体制や労働時間短縮の取組み内容

についての評価を受けた上で、道庁へ申請を行っております。 
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また、本申請が指定要件を満たしていることにつきましては、道本庁においてすでに確認済

みであることを申し添えます。 

最後に、おおよそのスケジュールでございますが、本日の確認結果を道本庁へ報告いたしま

して、その後医療対策協議会における医師確保との整合性の確認、さらに医療審議会での意見

聴取を経て、最終的に道庁におきまして、特定労務管理対象機関としての指定が予定されてお

ります。 

御説明につきましては以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 今の説明に関しては、勤務環境評価センターも通ってるということです。 

何か御意見や御質問ございますでしょうか。 

 

［ 意見等なし ］ 

 

よろしいですか。はい、ありがとうございます。 

それでは、長時間労働を前提とせざるを得ないというところで確認させていただきました。

御承認いただきましてありがとうございます。 

その他何かございますか。 

 

［ 意見等なし ］ 

 

事務局は何かございますでしょうか。 

 

（５）その他 

 

【江別保健所 的場主幹】 

 はい、それでは次回の会議開催予定でございます。 

新しい先生方には初めてのことでございますが、例年、外来機能報告の集計結果が３月に出

されることから、これに合わせて紹介受診重点医療機関承認のための調整会議を３月下旬に開

催しておりました。 

しかしながら、また来月も会議を開催となりますと、先生方の御都合も含めまして、調整が

非常に難しいということもございますので、先ほど御承認いただきました紹介受診重点医療機

関の承認基準に合致した医療機関を選考した上で、書面開催で了解を得たいと考えております

ので、これについてよろしいかどうか御協議いただきたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 
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これは先ほど御承認いただいた基準に則って粛々と選定をしていくということでございます

ので、書面でよろしいんじゃないかということで、皆さんよろしいですね。 

 

［ 意見等なし ］ 

 

はい、ありがとうございます。承認ということでよろしくお願いいたします。 

それでは、地域医療アドバイザーの先生の御意見を賜りたく思います。 

笹本先生入ってらっしゃいますか。 

 

【地域医療構想アドバイザー 笹本先生】 

 はい、Webで失礼いたします。地域医療構想アドバイザーの笹本でございます。 

本日の説明等ありがとうございました。本日の時点で紹介受診重点医療機関は全国に、1,062

の医療機関がございます。北海道は現在 42の医療機関がございます。全国の中で、これまで廃

止した医療機関というのは、廃院を伴う２件を含めて 16件に留まっておりますので、この紹介

受診重点医療機関に関しましては、外来機能の明確化、連携強化について理解が深まっている

のではないかと考えております。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 はい。ありがとうございます。 

続きまして、荒木先生お願いします。 

 

【地域医療構想アドバイザー 荒木先生】 

地域医療構想アドバイザーを拝命しております、北海道医師会の荒木と申します。今日は参

加させていただきましてどうもありがとうございました。 

あらためて言うまでもございませんけれども、地域医療構想調整会議は、地元の医療を熟知

している先生方が意見を出し合いまして、近未来の圏域のあるべき医療の姿を話し合うという

場でございますけれども、紹介受診重点医療機関に関しまして、今まで多くの議論があったこ

とは私も拝見しておりましたが、議論を元に、一定の基準となったということは大変今日は有

意義だったのではないかと思います。 

来年度から新しい地域医療構想が始まる予定になっておりまして、内容の吟味が進んでいる

ところで、私も来月早速厚労省の研修を受けてまいりますけれども、私もしっかりと勉強しま

して、少しでもお役に立てるように今後とも頑張っていきたいと思いますので、今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 どうもありがとうございます。よろしくお願いします。 

 続きまして、西澤先生よろしくお願いします。 



8 

 

 

 

 

【地域医療構想アドバイザー 西澤先生】 

 アドバイザーの西澤でございます。 

本日は、しっかりとした資料に基づいて、委員の方々の決定がありましたので、こちらから

は申し上げることはないと思います。 

以上でございます。これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

【札幌圏域地域医療構想調整会議 今議長】 

 はい。ありがとうございました。 

委員の皆様大変お疲れ様でございました。これで終了したいと思います。 

事務局にマイクをお返しします。 

 

４ 閉会 

 

【江別保健所 佐々木課長】 

 今議長、ありがとうございました。 

以上をもちまして、第 23回札幌圏域地域医療構想調整会議を終了いたします。 

皆様、本日はありがとうございました。 

なお、個別調整部会委員の皆様は引き続き部会を開催いたしますので、このままお残りくだ

さい。Web で参加の皆様は同じ回線を使用いたしますので、そのまま退室されずに少しお待ち

ください。出席をされない方は順次退室をお願いいたします。 

お疲れ様でした。 


